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メッセージ

通話管理計画を実装し、カンバセーション バージョンとオプションを決定した後、Cisco Unity

Connection でメッセージをどのように収集、処理、および格納するかを決定できるようになります。

この章では、Connection で使用できる各種のメッセージの概要を示し、メッセージの録音、配信、

格納を Connection がどのように処理するかについて説明します。

次の各項を参照してください。

• メッセージのタイプ（P.17-2）

• メッセージの録音（P.17-5）

• メッセージの送信（P.17-6）

• メッセージの送信および機密性のオプション（P.17-10）

• メッセージの格納（P.17-11）

• メッセージへのアクセス（P.17-11）
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メッセージのタイプ
Cisco Unity Connection では、組織での必要性に応じて使い分けることのできる、さまざまなタイプ

のメッセージを数多くサポートしています。

外部発信者のボイス メッセージ

Cisco Unity Connection ユーザ以外の発信者、および Connection にログインしていない発信者は、さ

まざまな方法でメッセージを残すことによって、ユーザのメールボックスに連絡できます。この方

法は、Connection の設定に応じて異なります。発信者は、Connection サーバのメイン電話番号に電

話をかけて、名前を音声で入力するか内線番号を入力することによって、ディレクトリ ハンドラを

使用してユーザに連絡できます。または、コール ハンドラを通じて、発信者をユーザのメールボッ

クス（または同報リスト）に案内することもできます。また、発信者がユーザの内線番号に電話を

かけたときにユーザが応答しない場合は、発信者を Connection に転送してメッセージを残してもら

うこともできます。

Connection は、これらのメッセージの送信者を身元不明発信者として識別します。身元不明発信者

がメッセージを残した場合、Cisco Unity Inbox や電子メール クライアントのメッセージ送信元

フィールドには、「UnityConnection@< サーバ名 >」と表示されます。発信者の電話番号を取得でき

た場合は、題名フィールドにその番号が表示されます。

外部発信者からのメッセージは、他のユーザに転送することはできますが、返信することはできま

せん。

ユーザ間のボイス メッセージ

ユーザは、Cisco Unity Connection に電話をかけてログオンした後で、1 名または複数の Connection

ユーザ、あるいは同報リストにメッセージを送信できます。Connection がメッセージの送信者を

ユーザとして認識すると、送信先のユーザがメッセージを聞くときに、Connection は送信元ユーザ

の名前の録音を再生します（送信先のユーザが Cisco Unity Inbox などのシスコ Web アプリケーショ

ンまたは IMAP クライアントからメッセージを表示している場合は、ユーザの名前を表示します）。

また、ユーザが別のユーザの内線番号に電話をかけたときに通話先のユーザが応答しない場合は、

ユーザを Connection に転送してメッセージを残してもらうこともできます。この場合、Identified

User Messaging（IUM; 識別されているユーザのメッセージ）が有効になっていて電話システムでサ

ポートされており、ユーザがプライマリ内線番号または代替デバイスから電話をかけているとき

は、発信元内線番号がユーザに関連付けられていることを Connection が認識し、そのユーザをメッ

セージ送信者として識別します。

（注） Cisco Unity Connection は、識別されているユーザのメッセージ（IUM）を通じてユーザとして認識

された発信者がメッセージを残した場合、発信者の認証や検証を実行しません。

識別されているユーザのメッセージは、デフォルトでは有効になっています。すべてのユーザにつ

いて無効にするには、［システム設定（System Settings）］>［詳細設定（Advanced）］>［カンバセー

ション（Conversations）］ページの［識別できるユーザのメッセージングをシステム全体で禁止する

（Disable Identified User Messaging Systemwide）］設定を使用します。 

ユーザは、他のユーザからのメッセージに対して返信し、このメッセージを転送することができま

す。また、ユーザのサービス クラスによっては、別のユーザからのメッセージを再生した後に送信

者に電話をかけて、メッセージに「Live Reply」することもできます。
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TTS および IMAP を介した電子メール メッセージ

Cisco Unity Connection では、Microsoft Exchange のユーザ メールボックスに格納されている電子メー

ル メッセージに IMAP プロトコルを使用してアクセスし、テキスト / スピーチ（TTS）を通じてメッ

セージを再生することができます。電子メール メッセージに対する TTS でのユーザ アクセスは、

サービス クラスの設定によって制御します。

システム ブロードキャスト メッセージ

システム ブロードキャスト メッセージは、組織内のすべてのユーザに送信される録音済みの通知

です。システム ブロードキャスト メッセージは、ユーザが電話から Cisco Unity Connection にログ

オンした直後に再生されます。この再生は、新規および開封済みメッセージの件数が再生される前

に行われます。ユーザは、システム ブロードキャスト メッセージ全体を聞いた場合に限り、

Connection で新規および開封済みのメッセージを聞くことや、設定オプションを変更することが可

能になります。システム ブロードキャスト メッセージを早送りまたはスキップすることはできま

せん。

（注） 仕様上、システム ブロードキャスト メッセージによって、ユーザの電話機の Message Waiting
Indicator（MWI; メッセージ受信インジケータ）が点灯することはありません。また、ユーザが受

話器を取り上げたときに、特有のダイヤル トーンによって新しいメッセージの到着が通知される

こともありません。さらに、ポケットベルや別の電話機などの代替デバイスへのメッセージ通知が

トリガーされることもありません。

システム ブロードキャスト メッセージの設定と使用方法の詳細については、「ブロードキャスト

メッセージ機能の設定」の章を参照してください。

通知

Cisco Unity Connection では、電子メール アドレス、テキスト用ポケットベル、およびテキスト互換

携帯電話に対するテキスト メッセージの形式で、到着通知メッセージを送信できます。到着通知

メッセージ設定で選択された基準と一致するメッセージが到着すると、Connection メッセージ シス

テムでは、「テクニカル サポートへの緊急メッセージ」など、管理者またはユーザが入力したテキ

スト メッセージを送信します。Connection は、ユーザが資格を入力してログインし、メッセージを

聞くことができるように、電話番号をダイヤルしてユーザに新しいメッセージの到着を通知するこ

ともできます。

デフォルトでは、Connection が新しいメッセージの到着通知をデバイス（携帯電話など）に送信し

たが、デバイスが応答しなかったためにその通話が Connection に転送し直された場合、Connection

は転送された到着通知メッセージの通話を拒否します。したがって、ユーザのメールボックスが、

転送された到着通知メッセージの通知でいっぱいになることはありません。Connection は転送され

た到着通知メッセージの通話を拒否するため、その通話によってユーザへの新しいメッセージが作

成されることはなく、新しい到着通知メッセージの通話がトリガーされることもありません。

さまざまなタイプの通知を設定する方法の詳細については、「到着通知 SMTP メッセージの設定」

の章を参照してください。

受信確認

ユーザは、メッセージ送信時に読み取り配達証明を要求できます。受信者がメッセージを聞くと、

メッセージの送信者に受信確認が送信されます。新しい受信確認が到着すると、ユーザの電話の

メッセージ受信インジケータが点灯し、設定によってはメッセージ到着通知が実行されます。
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送信者がユーザであり、受信確認を受け付けるように設定されている場合、ボイス メッセージを送

信できないときは、Cisco Unity Connection が不達確認（NDR）を使用して送信者に通知します。NDR

には、元のメッセージのコピーが含まれています。このコピーを使用して、ユーザはメッセージを

後で再送信したり、別の受信者に再送信したりできます。

インタビュー ハンドラ メッセージ

通話管理計画の中でインタビュー ハンドラを使用すると、録音された一連の質問を再生することに

より、発信者からの情報を Cisco Unity Connection で収集し、発信者の応答を録音することができま

す。たとえば、インタビュー ハンドラを使用した受注処理、および製品サポート ラインに関する

情報収集を行うことができます。

すべての答えが録音されると、インタビュー ハンドラ設定で指定された送信先（ユーザまたは同報

リスト）にボイス メッセージとして送信されます。送信されるボイス メッセージは 1 つですが、そ

の中で個々の答えは発信音で区切られます。

詳細については、「インタビュー ハンドラの管理」の章を参照してください。

Live Record メッセージ

Live Record を使用すると、ユーザは、発信者と通話している間に通話の内容を録音できます。録音

された通話内容は、メッセージとしてユーザのメールボックスに格納されます。ユーザは、後でそ

の内容を確認したり、別のユーザまたはユーザ グループに再送信したりできます。Live Record は、

組織内のオペレータにとって特に役に立つ機能です。

Live Record がサポートされるのは、Cisco Unity Connection が Cisco Unified Communications Manager

（CM）（旧名称 Cisco Unified CallManager）電話システムと連動している場合のみです。Live Record

を設定するには、Connection の管理で転送ルーティング規則を設定し、必要に応じて電話システム

を修正します。その後、通話中にこの機能をアクティブにするために電話システムの DN を呼び出

す方法をユーザに伝えます（Live Record の発信音は、Connection の管理の［システム設定（System

Settings）］>［詳細設定（Advanced）］>［テレフォニー（Telephony）］ページで調整できます）。

この機能を有効にするためにサービス クラスの設定もユーザ アカウントの設定も必要ありません

が、Live Record メッセージの最大長は、ユーザのサービス クラスの最大メッセージ長によって制

御されることに注意してください。また、Live Record はユーザのメールボックスがいっぱいになっ

ていると動作しません。メールボックスがいっぱいになっているユーザが通話を録音しようとした

場合、この機能は正常に動作しているように見えますが、録音された通話内容はメッセージとして

ユーザのメールボックスに格納されません。
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メッセージの録音
通常、Cisco Unity Connection では再生デバイスが使用しているものと同じオーディオ形式（コー

デック）をメッセージの録音に使用します。たとえば、ユーザがメッセージを主に電話システムの

内線で聞く場合、Connection では、その電話システムが使用しているものと同じオーディオ形式で

メッセージを録音する必要があります。ただし、ユーザがメッセージを個人用デジタル端末（PDA）

で聞く場合、Connection では、PDA が使用しているものと同じオーディオ形式（GSM 6.10 など）で

メッセージを録音する必要があります。

メッセージ録音用のオーディオ形式を設定するときは、次の点を考慮する必要があります。

• 録音用オーディオ形式の設定は、すべてのユーザのすべてのメッセージ、グリーティング、お

よび名前に対してシステム全体で適用されます。

• メッセージ、グリーティング、および名前の録音と再生に Connection が使用するオーディオ形

式の数を最小限に抑えると、Connection が実行するオーディオ形式変換の回数が減って、

Connection サーバのパフォーマンスに対する影響も小さくなります。

• メッセージ、グリーティング、または名前を低音質のオーディオ形式で録音して、その後の再

生時に高音質のオーディオ形式に変換しても、音質は向上しません。通常、録音の音質は変換

時に（特に、サンプリング レートを変更すると）低下します。

たとえば、G.729a オーディオ形式で録音されたメッセージを G.711 μ法オーディオ形式を使用

するデバイスで再生すると、音質が低下します。一方、G.711 μ 法オーディオ形式で録音され

たメッセージを、同じオーディオ形式を使用するデバイスで再生するときには、音質は変化し

ません。

• 録音のオーディオ形式を変更したときに影響を受けるのは、設定を変更した後に録音される

メッセージ、グリーティング、および名前のみです。別のオーディオ形式で録音された既存の

メッセージ、グリーティング、および名前は、新しい設定の影響を受けません。

メッセージ録音用のオーディオ形式を変更する

ステップ 1 Cisco Unity Connection の管理で、［システム設定（System Settings）］を展開し、［全般的な設定

（General Configuration）］をクリックします。

ステップ 2 ［全般的な設定（General Configuration）］ページの［録音形式（Recording Format）］フィールドで、

適切な設定をクリックします。

再生デバイスが別のオーディオ形式を使用している場合は、メッセージ、グリーティング、および

名前を Connection が適切なオーディオ形式に変換する必要があります。変換しない場合は、再生デ

バイスがそれらを再生できなくなります。

ステップ 3 ［保存（Save）］をクリックします。
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メッセージの送信
ほとんどの場合、Cisco Unity Connection は標準のプロセスを使用して発信者からのメッセージを送

信します。Connection が送信者のアカウント（ユーザのボイスメールボックス。身元不明発信者の

メッセージの場合は、Unity Connection メッセージ システム アカウント）にログオンし、メッセー

ジを作成して、受信者または受信者同報リストのメンバーに宛先指定し、送信します。

デフォルト受信者アカウント

デフォルトの Cisco Unity Connection 設定には、発信者がいずれかのデフォルト システム通話管理

オブジェクトに転送された場合に、メッセージの送受信を担当するいくつかのアカウントが含まれ

ています。

Operator

Connection へ発信してオペレータにダイヤルしたときに、応対できるオペレータがいない場合は、

オペレータ コール ハンドラの通話転送設定によってはメッセージを録音することができます。デ

フォルトでは、オペレータ コール ハンドラに残されたメッセージは、Operator ユーザのボイスメー

ルボックスに送信されます。このメールボックスを監視する担当者を割り当てるか、メッセージが

別のユーザまたは同報リストに送信されるようにオペレータ コール ハンドラを設定し直すことを

お勧めします。

インストール時に、Operator アカウントには無作為に生成されたボイスメール パスワードと Web ア

プリケーション パスワードが割り当てられます。このアカウントにログオンするには、Cisco Unity

Connection の管理を使用してパスワードを変更する必要があります。

UndeliverableMessagesMailbox

デフォルトでは、このメールボックスが［配信できないメッセージ（Undeliverable Messages）］同報

リストの唯一のメンバーです。このメールボックスを監視する担当者を割り当てるか、ユーザを

［配信できないメッセージ（Undeliverable Messages）］同報リストに追加して、このリストに送信さ

れるすべてのメッセージを監視および再転送（必要な場合）することをお勧めします。

インストール時に、UndeliverableMessagesMailbox アカウントには無作為に生成されたボイスメール

パスワードと Web アプリケーション パスワードが割り当てられます。このアカウントにログオン

するには、Cisco Unity Connection の管理を使用してパスワードを変更する必要があります。

Unity Connection メッセージ システム

このアカウントは、身元不明発信者からのメッセージの代理発信者として機能します。このため、

身元不明発信者からのユーザ メッセージは、発信元が Unity Connection メッセージ システムのメー

ルボックス（UnityConnection@< サーバ名 >）になります。

このアカウントのエイリアスは UnityConnection です。このアカウントは Connection の管理に表示

されますが、修正および削除はできません。

送信できないメッセージに対する Cisco Unity Connection の処理

まれに、発信者が意図した受信者宛てにメッセージを送信できないことがあります。この場合のシ

ステムの動作は、送信者のタイプ、およびメッセージを送信できなかった理由に応じて異なります。

通常、解決の難しい問題によって Connection がメッセージを送信できない場合（たとえば、メッ

セージの宛先を指定する前に発信者が切断した、受信者のメールボックスが削除されたなど）、そ

のメッセージは［配信できないメッセージ（Undeliverable Messages）］同報リストに送信され、

Connection は発信者に不達確認（NDR）を送信します。
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発信者は、次の場合には不達確認を受信しないことに注意してください。

• 元のメッセージの発信者が、身元不明発信者である。

• 発信者はユーザであるが、そのユーザは NDR を受け付けるように設定されていない。

• Microsoft SQL データベースがダウンしている（この場合は、データベースが使用可能になると

NDR が送信されます）。

ただし、元のメッセージが不正な形式の場合やボイス メッセージ以外のコンテンツを含んでいる場

合には、そのメッセージは［配信できないメッセージ（Undeliverable Messages）］同報リストに送信

されず、Connection が MTA の不正メール フォルダ（UmssMtaBadMail）に配置します。このフォル

ダは、［不正なメール フォルダの監視（Monitor Bad Mail Folders）］タスクによって毎夜間に自動的

に確認され、メッセージが見つかった場合は、トラブルシューティングの手順を示したエラーがア

プリケーション イベント ログに書き込まれます。

注意 タスクの中には、Cisco Unity Connection の機能に不可欠なものがあります。重要なタスクに対して

無効化や実行頻度の変更を行うと、パフォーマンスに悪影響を及ぼしたり、Connection の機能が停

止したりする恐れがあります。

システム コンポーネントが使用不能な場合の Cisco Unity Connection のメッセージ処理

一時的な停止状態になったシステムの動作は、その停止状態の性質に応じて異なります。

メッセージ送信コンポーネント

Connection サーバ上で、メッセージの送信に関係するコンポーネントが使用不能になった場合（た

とえば、Microsoft SQL Server 2000 や MSDE がダウンした場合）、Connection は、ユーザおよび外部

発信者が録音したメッセージをすべてキューに入れ、コンポーネントが使用可能になったときに送

信します。

グループウェア サーバが使用不能の場合

Microsoft Exchange に格納されている電子メール メッセージに対してユーザがテキスト / スピーチ

（TTS）アクセスできるように Connection を設定しているとします。Connection がメッセージを

Exchange から取得しようとしたときに、ネットワークやその他の条件が原因となって応答が遅い場

合やまったくない場合、Connection は、電子メール メッセージにアクセスしようとしたときに電子

メールが使用不能になっていたことをユーザに通知します。Connection が Exchange からの応答を待

つ時間は、デフォルトでは 4 秒です。この待ち時間は、Connection の管理で設定することができま

す。タイムアウトの長さを変更するには、次の手順を実行します。

Connection が TTS アクセスの応答を待つタイムアウト期間を変更する

ステップ 1 Cisco Unity Connection の管理で、［システム設定（System Settings）］>［詳細設定（Advanced）］を

展開し、［カンバセーション（Conversations）］をクリックします。

ステップ 2 ［カンバセーションの設定（Conversation Configuration）］ページで、［タイムアウト前の TTS アクセ

スの最大遅延（Maximum Delay for TTS Access Before Timeout）］設定を目的の値に変更します（ミ

リ秒単位）。この設定のデフォルトは、4,000 ミリ秒（4 秒）です。

ステップ 3 ［保存（Save）］をクリックします。

変更の内容は、ただちに有効になります。
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電話の切断によって中断されたメッセージに対する Cisco Unity Connection の処理

メッセージの送信、返信、または転送の処理中に電話が切断されて中断されたメッセージに対する

Cisco Unity Connection の処理を変更できます。電話は意図的に切断されることもあれば、不意に切

断されることもあります。たとえば、ユーザが電話を切る場合や、携帯電話のバッテリ切れ、また

は圏外になる場合が挙げられます。

デフォルトでは、次の場合に電話が切断されると、Connection はメッセージを送信します。

メッセージを送信するための # キーをユーザが押していない時点で中断されたメッセージについ

ては、削除するように Connection を設定できます。この場合、ユーザが # キーを押す前に電話が切

断されると、Connection はメッセージを送信せずに削除します。

この設定は、システム全体で、Connection サーバに関連付けられたすべてのユーザに適用されます。

個々のユーザや特定のユーザ グループに対して変更を加えることはできません。

電話の切断によって中断されたメッセージに対する Connection の処理を変更する

ステップ 1 Cisco Unity Connection の管理で、［システム設定（System Settings）］>［詳細設定（Advanced）］を

展開し、［カンバセーション（Conversations）］をクリックします。

ステップ 2 ［カンバセーションの設定（Conversation Configuration）］ページで、［録音中にユーザが電話を切っ

たらメッセージを送信する（Send Message If User Hangs Up During Recording）］チェックボックス

をオフにして、ユーザが # キーを押していない時点で中断されたメッセージを削除するように

Connection を設定します。ユーザが # キーを押していない時点で中断されたメッセージであっても

送信するように Connection を設定するには、このチェックボックスをオンにします（これがデフォ

ルトの設定です）。

ステップ 3 ［保存（Save）］をクリックします。

変更の内容は、ただちに有効になります。

ユーザがメッセージに返信中
またはメッセージを送信中

ただし、メッセージに少なくとも 1 人の受信者が割り当てられ、録

音時間が 1 秒（1,000 ミリ秒）を超えている場合。つまり、ユーザ

が録音やメッセージの宛先指定を完了していない場合でも、

Connection はメッセージを送信します。

ユーザがメッセージを転送中 ただし、メッセージに少なくとも 1 人の受信者が割り当てられてい

る場合。つまり、ユーザが音声コメントの録音やメッセージの宛先

指定を完了していない場合でも、Connection はメッセージを送信し

ます。
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メールボックス使用割当量を超えた場合の Cisco Unity Connection のメッセージ処理

送信または送受信に関する使用割当量を超えた場合のメッセージ処理は、発信者が、外部発信者と

ユーザのどちらであるかによって異なります。

外部発信者のメッセージに対する使用割当量の処理

デフォルトでは、送受信に関する使用割当量を超えているユーザに外部発信者がメッセージを送信

しようとすると、Cisco Unity Connection は受信者のメールボックスがいっぱいになっていることを

発信者に通知し、受信者宛てのメッセージを録音することを発信者に許可しません。

受信者のメールボックスが、身元不明発信者がメッセージを録音する時点では送受信に関する使用

割当量を超えておらず、メッセージの送信中に使用割当量を超えた場合には、Connection は使用割

当量にかかわらずメッセージを送信します。

ユーザ間のメッセージに対する使用割当量の処理

ユーザのボイスメールボックスが送信に関する使用割当量を超えている場合、そのユーザが

Connection にログインしてメッセージを別のユーザに送信しようとすると、Connection は送信に関

する使用割当量を超えていることを通知し、発信者にメッセージの録音を許可しません。このユー

ザが他のユーザに電話をかけてボイスメールボックスに転送された場合、メッセージを残すことは

できますが、そのメッセージは外部発信者のメッセージとして送信されます。

ユーザが別のユーザにメッセージを送信しようとした場合に、宛先ユーザのメールボックスが送受

信に関する使用割当量を超えている場合や、メッセージの送信中に使用割当量を超えた場合、

Connection は不達確認をメッセージ発信者に送信します。

読み取り配達証明と不達確認については、ユーザの使用割当量を超えているかどうかにかかわら

ず、Connection はユーザに送信します。
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メッセージの送信および機密性のオプション
メッセージの送信および機密性のオプションでは、メッセージがいつ送信されるか、誰がメッセー

ジにアクセスできるか、およびメッセージを他者に再配布できるかどうかを、管理者およびユーザ

が制御できます。場合によっては、メッセージの機密性によって、ユーザがボイス メッセージを自

分のハード ドライブや、Connection サーバの外部にある他の場所に保存できないこともあります。

Connection は、ユーザおよび外部発信者に対して、メッセージの送信および機密性に関する次のよ

うなオプションを提供します。

Connection がプライベート メッセージおよび安全なメッセージを処理する方法の詳細については、

P.21-1 の「プライベートまたは安全のマークが付いたメッセージに対する Connection の処理」を参

照してください。

緊急 緊急メッセージは、通常のメッセージの前に送信されます。

ユーザは、いつでもメッセージに緊急のマークを付けることができます。身元不

明発信者がユーザまたはコール ハンドラにメッセージを残す場合、メッセージに

緊急のマークを付けることができるのは、［編集（Edit）］>［メッセージ（Messages）］

ページで、そのユーザ アカウントまたはコール ハンドラが、身元不明発信者によ

るそのようなマーク付けを許可するように設定されている場合に限ります。

プライベート プライベート メッセージは誰にでも送信できます。ただし、電話または Cisco Unity

Inbox からプライベート メッセージを聞いている受信者は、そのメッセージを転

送することも、WAV ファイルとしてローカルに保存することもできません。IMAP

クライアントを介してプライベート メッセージを聞く受信者は、そのメッセージ

を転送および保存できます（これを防止する方法については、P.21-3 の「IMAP ク

ライアント アクセスのメッセージ セキュリティ オプション」を参照してくださ

い）。

ユーザ間のメッセージには、プライベートのマークを付けることができます。外

部発信者は、メッセージにプライベートのマークを付けることができません。

安全 Connection ユーザだけが安全なメッセージを受信できます。安全なメッセージは、

電話および Cisco Unity Inbox から再生したり転送したりできますが、IMAP クライ

アントからはアクセスできません。メッセージを WAV ファイルとしてローカル

に保存することはできません。

ユーザ間のメッセージに安全（またはプライベートと安全）のマークを付けるこ

とができるのは、ユーザのサービス クラス設定で、そのようなマーク付けが許可

されている場合に限ります。外部発信者は、メッセージに安全（またはプライベー

トと安全）のマークを付けることができません。代わりに、ユーザ アカウントお

よびコール ハンドラの［編集（Edit）］>［メッセージ（Messages）］ページにある

［識別できない発信者のメッセージのセキュリティ（Unidentified Callers Message

Security）］チェックボックスによって、Connection が外部発信者からのメッセージ

に自動的に安全のマークをつけるか、外部発信者からのメッセージを通常の機密

性で送信するかが決まります。
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メッセージの格納
Cisco Unity Connection は、Connection サーバ上に WAV ファイルとしてボイス メッセージを格納し、

そのメッセージに関する情報をデータベースに格納します。

Cisco Unity Connection ユーザの数、ユーザが受信するメッセージの数と長さ、およびメッセージ

エージング ポリシーと使用割当量に指定する設定によっては、メッセージとグリーティングが格納

されるハードディスクがいっぱいになる可能性があります。ハードディスクがいっぱいになると、

Connection の機能が停止します。また、ハードディスクが最大容量に近づくにつれて、予期しない

動作が発生することがあります。

［ディスク容量の設定の編集（Edit Disk Capacity Configuration）］ページでは、メッセージとグリー

ティングが格納されるハードディスクの最大容量を指定できます。ハードディスク使用量が、指定

した制限（パーセンテージ）に達すると、Connection カンバセーションが変更され、Connection ユー

ザは他の Connection ユーザにボイス メッセージを送信できなくなります。また、Connection はエ

ラーをログに記録します。このエラーは、Real Time Monitoring Tool の［System］>［Server］>［Disk

Usage］ページで表示できます。外部発信者は、ハードディスクがいっぱいになるまでボイス メッ

セージを残すことができます。管理者は、ハードディスクが指定の制限を超えても、ブロードキャ

スト メッセージを送信できることに注意してください。

95 パーセント以下の値を指定することをお勧めします。

ハードディスクが指定の値を超えた場合は、Connection ユーザに不要なボイス メッセージをただち

に削除するよう指示します。さらに、再発を防止するために、次の設定を見直します。

• メッセージ エージング ポリシー。「メッセージ エージング ポリシーの変更」の章を参照して

ください。

• 使用割当量。「メールボックス サイズ使用割当量の指定」の章を参照してください。

（注） ユーザがメッセージを WAV ファイルとして自分のハード ドライブや、Connection サーバの外部に

ある他の場所に保存できないようにする方法については、「ユーザ メッセージの保護：アクセス、

配布、および存続期間の制御」の章を参照してください。

メッセージへのアクセス
Connection ユーザは、いつでも、電話でタッチトーン カンバセーションまたは音声認識カンバセー

ションを使用して、新規および開封済みのボイス メッセージにアクセスできます。管理者は、削除

済みメッセージにユーザがアクセスできるかどうかを指定できます。

サービス クラスの設定によっては、ユーザが Cisco Unity Inbox や Cisco Personal Communicator など

の他のアプリケーションからボイス メッセージにアクセスできることもあります。ユーザは、この

ようなアクセスを実行するように設定されている場合、IMAP クライアントから Connection ボイス

メッセージにアクセスできます。

テキスト / スピーチ（TTS）では、ユーザが電話で電子メール メッセージにアクセスできます。
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